


福井県若狭高浜＝人口約9,500人の漁師町。
わ か さ た か は ま

皇室・朝廷に質の高い海産物を
納めていた「御食国（みけつくに）」。
若狭国、志摩国、淡路国の３国の１つ
である。

海産物の宝庫。御食国「若狭国」

御食国・若狭には、
恵まれた海産資源を域外に
届ける歴史（土壌）がある。
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株式会社

まちから

漁師町「若狭高浜」再興というミッションのもと

１次産業

２次産業 ３次産業

生産

加工 販売

UMIKARA

ウ ミ カ ラ

・水産加工場「はもと加工販売所」運営

・地域産品をセレクト販売する「UMIKARA select」運営
・通販サイト「UMIKARA select」運営
・昼市、にほん海シアターなどイベント／広報PRの企画、運営

・魚特化型スーパーマーケット

・魚、海テーマのセレクトショップ
・うみから食堂
・イベント（昼市など）

漁師（若狭高浜漁業協同組合）

株式会社まちから：海の６次産業化での役割



地域商社「株式会社まちから」とは

株式会社まちから

水産加工事業

地域商社

地域密着型

ｾﾚｸﾄｼｮｯﾌﾟ事業 ｲﾍﾞﾝﾄ運営事業

通販事業地域産品 開発事業

・昼市 （UMIKARA）
・にほん海シアター（地域連携）
・そのほかイベント、催事出店

・地域のええもんを取り揃えたセレクトショップ

・セレクトショップの通販事業部

・地の水産物を活用した加工場事業

・地の農産物を活用した商品開発

海
の
６
次
産
業
事
業

地
域
商
社
事
業

ふるさと
納税

外販 販路
・UMIKARA
・近隣スーパー
・道の駅、SA、ほか観光施設
・ローカルセレクトショップ
・飲食店
・百貨店
・産直、通販サイト
・海外







漁師小屋PJ「海の五十貨店」の事業化
海辺のにぎわい創出と、創業・生業の場をつくる

合同会社１丁目１番地



・空き家・空き地化・低利用化

・漁村なのに漁師が3名(担い手不足)

・ソトの人との接点がない
(関係人口・交流人口 少)

・漁村景観の消失

・海際エリアに乗っかれていない漁村

一方、塩土でおこっていること

塩土には、まだ残っている。
日本海特有の漁師小屋群。現役漁業。漁村文化。若手漁師。地域プレイヤー。

―なぜ今、合同会社1丁目1番地なのか―

45漁師小屋： 軒

３漁師： 人

34･79･92歳

海業振興モデル地区
(水産庁が2023年に9地区選定)



２現在： 軒

２+1010年後： 軒



事業の目的

目標・10年後の目指す状態

・対町外的には「渡り歩く宿泊・観光体験」機能、対町内的には「チャレンジ＆にぎわい・

あったらいいな」を整備し、かつての生業空間でこれからの生業をつくる。

・自営事業で収益を生みつつ、チャレンジショップを展開して町内外からの創業促進を行う。

・この場所に観光客からも居住者からも必要とされるにぎわいをつくる。

・１０年間で＋１０軒の居場所をつくる

・関係人口10000人規模

・地域内外でのヒト・お金の動き活発化

・若者の創業と定着

・地元の人のにぎわいがソトの人の興味をひく

・海業先進地区



第１弾 鯛取小屋 民宿計画



第0弾 これまでの実践

無人釣具屋えびたいしょう

本と珈琲と水族館

2023年9月開業

・釣具屋が海際に必要

・観光客も地元も喜ぶ機能

2025年8月開業

・魚のまちの新しい見せ方

・エリアの過ごし方の幅

収益で次々と改修をすすめ、五十貨店をどんどん増やす予定

→マンパワー不足・収益力不足・発信力不足



事業化：運営体制

代表 藤本 雅広

設計監修・漁師連携・
空き家活用

漁業・建築・海業を横断

2023年に移住 33歳

RIAS design lab.代表
漁師建築家

荒井 博貴

不動産仲介・空き家マ
ッチング・移住接続

人と場所をつなぐ

高浜町役場を退職し
不動産会社設立 53歳

うみねこ不動産代表

名里 裕介

地域巻き込み・行政連
携・コミュニティ形成

地域信用・若手連携

地元Uターン 43歳

株式会社まちから代表

波多腰 太

企業連携・外部接続・

経理全般

地域外接点・思想翻訳

高浜町地域再生マネー
ジャー 52歳

株式会社ヨンナナエフ
代表

Florian Koschella

SNS広報・
インバウンド戦略

Social media manager

2025に移住 35歳

地域おこし協力隊



創業支援・
プレイヤー関係図



ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
開催直前！

チェックを
お願いします！

Keyword）

・海業推進モデル地区の真価

・日本海にしかない漁師小屋

・漁村全体を渡り歩く体験

・プレイヤーづくり、仲間づくり、創業促進

・かつての生業空間がこれからの生業をつくる
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